
あなたの体は健康ですか？健康とは自分で創造するものです。健康づくりについて広い

知識を手に入れるため、この講座では「脳」と「こころ」の健康づくりを目指して脳の仕組み

や音楽、園芸療法などについて楽しく学びました。高齢者支援者の方にも役立つ知識が

満載でした！ 
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  ▼ 講座の概要 

 

 

 

 

 

 

 

  ▼ 講座内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年度兵庨県立大学但馬特別公開講座 

「脳」と「こころ」から健康づくりを考える 

～いつまでも活き活き脳～ 

 

実施日:平成２２年１１月６日(土)、１３日（土）、２０日（土） 

時間：１３：３０～１５：００ 

 

１１月６日 環境人間学部   准教授 桑田 陽子   

  ＜テーマ＞健康維持と予防のための音楽療法 

現在の高齢社会の中、音楽療法は欠かせない精神介護メディアとなっています。生活の質の向上、健

康増進、セルフケア、対人関係の改善等の役立つ音楽の力についてお話します。打楽器による実技

あり！ 

１１月１３日 看護学部   教授 水谷 信子 

  ＜テーマ＞認知症とアクティビケア 

認知症とはどのような病気なのか？脳の仕組みと症状などと関連させてわかりやすく説明します。ま

た、認知症の進行予防やケアに効果があるとされるアクティビケア（音楽療法・園芸療法）などを紹介

します。 

１１月２０日 緑環境景観マネジメント研究科   准教授 豊田 正博 

  ＜テーマ＞“みどり”と健康 ～園芸をしているときの脳～ 

健康な人、認知症の人、園芸活動中の脳の様子をご覧ください。また、子どもからお年寄りまで、“み

どり”を通して“こころ”と“からだ”が健康になる事例（園芸療法の実践例も含みます）について紹介し

ます。 

 



第１回  健康維持と予防のための音楽療法   

環境人間学部  桑田 陽子 

 

 

「音楽のもつ生理的、心理的、社会的働きを用いて、心身の障害の回復、機能の維持・改善、生活

の質の向上、行動の変容などに向けて、音楽を意図的、計画的に使用すること」（日本音楽療法学会

の定義） 

 

音楽療法には二つの治療形式があり、受動的音楽療法と能動的音楽療法があります。また各々は個人音

楽療法とグループ音楽療法により実践されます。 

 

  

認知面、社会性、心理面、運動能力、日常生活能力等への音楽関与により QOL 向上 ADL 改善。 

 

 

☆「原始時代における音楽と治療」「古代の療法的な音楽」「近代の療法的な音楽」について解説し、「現

代における音楽療法」を紹介、「音楽の療法的働き：生理学的視点」から脳と音楽との関係について

解説しました。 

 

☆「高齢者への音楽療法事例」紹介。ピック病患者 A 氏への音楽療法セッションを DVD にて紹介し、

音楽療法効果を提示しました。 

 

☆音楽療法セッション現場で使用している打楽器及び、小物楽器を用いて実際に音楽療法の一端を体験

していただきました。（スリットドラム・タンブリン・ウッドブロック・カスタネット等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音楽療法とは？ 

音楽療法の主な目的 

＜音楽セッションの授業の様子＞ 



第２回  認知症とアクティビティケア    

看護学部  水谷信子 

 

 

 厚生労働省は、2005 年に認知症高齢者が約 169 万、そして、今後急速に増加し、2015 年には 250 万

人になると推計し、認知症対策として、2004 年 12 月、「痴呆」から「認知症」へ名称変更を行い、2005

年から、認知症の人が尊厳をもって地域で暮らし続けることを支える草の根運動・国民運動として「認

知症を知り地域をつくる 10 カ年構想」を展開していま

す。 

 本講座の前半では、認知症とはどのような病気なの

か？認知症になると日常生活にどのような支障が生じ

てくるのか？どのような経過をたどるのか？認知症の

診断や検査はどのようにされているのか？どんな治療

法があるのか？について具体的に画像などを示しなが

ら説明しました。 

後半では、認知症と診断された人たちがどのような

体験をしており、どのようなことに生活の困難を感じ

ているのかを、認知症の人自らが語っているＤＶＤを視聴し、認知症の人がどのようなケアを求めてい

るかを理解しました。アルツハイマー病者は驚くほど客観的にアルツハイマー病を理解していて、根本

的な治療法がないこと、徐々に進行して“一方通行の道”を歩まねばならないことに強いおびえを感じ

ていました。それは“小刻みな死”であり、認知症が深まると、何もわからなくなり、娘さえ見分けら

れなくなります。いつも見知らぬ場所におり、見知らぬ人、見知らぬものに囲まれることになります。

“私は誰になっていくの？”という表題は、彼女のおびえを端的に表現していました。 

 最後に、アクティビティケアについて紹介

いたしました。アクティビティケアは認知症

の人が可能な限り自分らしさを維持し、情緒

的に安定した生活を継続できるように支える

アプローチで、作業療法、回想法、音楽療法、

園芸療法、動物介在療法などがあります。今

回の講座では、第 1 回：音楽療法、第 3 回：

園芸療法について講義と実践があります。 

本講座を通じて、受講者の皆様が、認知症

と認知症の人への理解を深め、誰もが認知症

になっても安心して暮らせる町づくりに参加

していただきたいと願っております。 

 

 

 



第３回  “みどり”と健康 ～園芸をしているときの脳～ 

緑環境景観マネジメント研究科  豊田正博 

 

近年の脳科学や分析機器の進歩により、園芸をしているときの脳の様子から園芸の効果の裏付けが示

せるようになってきました。また、兵庫県では、県が推進する園芸療法導入促進事業によって、医療・

福祉・教育などの分野で園芸療法の活用・定着がはかられています。本講座では、淡路景観園芸学校園

芸療法課程で行っている研究や園芸療法の実践事例をもとに、“みどりと健康”についてお話しさせて

いただきました。 

 

１ 園芸をしているときの脳 

①園芸作業中に前頭葉は活性化する 

  アルツハイマー型認知症の人が土を混ぜている時の前頭葉の血流変

化画像を紹介しました。誰もができる平易な作業で、（精神機能に関

与する）前頭葉は活性化します。 

 

②園芸植物の話をしても前頭葉は活性化する 

  ダイコン、ジャガイモ、トマトなど、誰もが知っていて、   

食べたり、料理したことがある植物を話題にした会話から   

は、心地よさが表情に表れ、前頭葉が活性化します。 

http://www.kobe-np.co.jp/news/kurashi/0003315847.shtml 

 

 

 

２ 園芸と脳の働き 

  園芸では、季節や生育に応じた作  

業を楽しみながら精神機能と身 

体機能を刺激します。 

  

３ 園芸を通した健康づくり 

・ 植物の刺激や園芸作業、人とのふ  

れあいから生まれる快感情はス  

トレスを軽減します。 

・ 楽しく園芸を続けるとストレス軽 

減、自律神経機能の安定、免疫機能向上に

つながります。 

http://www.kobe-np.co.jp/news/kurashi/0003315847.shtml


 

４ 園芸療法の事例 

認知症高齢者の場合、症状の進行状況に応じて、自立促進、長期記憶の再生による脳の活性化、（時

間、場所、人などの）見当識の維持、心地よさの体験による精神安定などを目標に支援を行います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  自立促進の例（水やりを日課とする）   長期記憶再生の例（エンドウのすじとり） 

 

その他、精神障がいに対しては、精神の安定、社会性の回復、身体障がいに対しては、ストレス軽

減、できることの発見、意欲回復、発達障がいに対しては、非言語的なコミュニケーション促進、

興味の拡大などが園芸療法の目的の一例となります。 

 

 


